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哺乳類 ＜食肉目（ネコ目） イタチ科＞ 愛知県：情報不足 （国：リスト外） 
MAMMALIA ＜CARNIVORA MUSTELIDAE＞ AICHI：DD （JAPAN：－） 

ニホンアナグマ Meles anakuma Temminck 

 
【選定理由】 

県内のアナグマについては断片的な情報しか得られていないが、分布域は不連続的で狩猟圧もあ
るため今後個体数を減少させる可能性がある。個体数のモニタリングのための早急な基礎調査・研
究が必要とされている。 

【形 態】 
頭胴長 440～680mm、尾長 116～180mm、後足長 57～91mm、耳介長 38～47mm、頭骨最大長

109.3～113.0mm。頑丈な体に太く短い四肢を持ち、手の爪は特に強大。耳介は小さく円盤状の鼻鏡
をもつ。尾は短い。頭蓋では吻が比較的短く、鼓室胞が小さい。上顎の第 4 小臼歯は発達が悪く、
他のイタチ科のように「裂肉歯」としての機能を果たしていない。上顎第 1 大臼歯は四角形をして
いる。日本産のアナグマの歯式は I3/3,C1/1,P3/3,M1/2=34（子安･織田, 2009 など）。 

【分布の概要】 
【県内の分布】 
犬山市、小牧市（東部の山地）、春日井市、

名古屋市（緑区鳴海町：野呂, 2015）、知多市
（北浜町）、豊田市、岡崎市、設楽町、豊根村、
東栄町、新城市、豊川市、豊橋市、田原市（宮
尾ほか, 1984；子安・織田, 2009；子安ほか, 
2016；藤井ほか, 2016；子安, 2018）。 
【国内の分布】 
本州、四国、九州、小豆島（子安・織田, 2009）。 

【世界の分布】 
日本固有種（Kaneko, 2015）。 

【生息地の環境／生態的特性】 
低山帯の森林や低木林に巣穴のトンネルを

掘って生活している。巣穴には血縁の家族群
ですみ、ミミズ類、昆虫類、両生類、果実類
などを食べる。繁殖期は春で、1 回に 1～4 仔
を産む。完全な「冬眠」はしないが、厳冬期
には穴の中にこもってなかなか外にでないこ
とがある。秋には越冬にそなえて採餌活動の 
量が増える。完全な夜行性なので、アナグマの巣穴の使用状態を知るには、巣穴の入り口に立てか
けた木の枝が翌朝動いているか見ればよい。 

【現在の生息状況／減少の要因】 
現在のところ、尾張丘陵部と知多半島を除いた県内に広く分布が見られるが、分布域はパッチ状

である（宮尾ほか, 1984）。尾張丘陵部と知多半島での絶滅はかなり以前であると考えられているが
（宮尾ほか, 1984）、近年知多半島で確認されるようになった（野呂, 2015；藤井ほか, 2016）。個体
数が比較的多いと考えられる三河山間部では、農産物に被害をもたらすことを理由に捕獲されるこ
ともあり、市街化による環境悪化とあいまって個体数を減少させる可能性があるが、現状ではあま
りにも情報が不足していて正確な評価を下すのが困難である。 

【保全上の留意点】 
2013 年に名古屋市緑区のブドウ畑で捕獲された個体の生息地は市街化によって孤立化しており、

地域的な絶滅に注意が必要である（野呂, 2015 参照）。都市近郊のニホンアナグマ生息地における早
急な生態調査・研究が必要とされている。 

【特記事項】 
県内の先史遺跡でアナグマの遺存骨の出土が見られたのは、亀山遺跡（渥美郡福江町）、保美貝塚・

伊川津貝塚（田原市渥美地域）、大蚊里貝塚（豊橋市大村町）、八王子貝塚・枯木宮貝塚（西尾市）、
朝日遺跡（清須市）、大曲輪貝塚・下内田遺跡（名古屋市）、宮西貝塚（知多郡東浦町）である（子
安・織田, 2009 など）。日本哺乳類学会では普通種とされている（佐々木, 1997）。 
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（子安和弘・織田銑一） 
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